
 

 

  

夏休みが明け、校舎に子どもたちのにぎやかな声が戻ってきました。ひとりひとりがこの夏に経験したこと、感じたこ

とが、これからの学びや関係づくりに少しずつ生かされていくことと思います。本校では、子どもたちが「自分らしさ」

を大切にしながら、仲間との関わりを通して学び合える環境づくりを進めていきます。 

暦の上では、立秋を過ぎてはいますが、暑さはしばらく続きます。ＷＢＧＴ（暑さ指数）に注意しながら、教育活動を

行ってまいります。前期後半から後期には、運動会をはじめとし、自然教室や修学旅行などたくさんの行事等を予定

しています。保護者の皆様、地域の皆様のご支援、ご協力を引き続きよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標「一人ひとりが生き生きと輝き、知・徳・体の調和のとれた自立した子の育成」  
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今週は、家庭学習ウィークです

こど
も まんなか

 

 

 家庭学習を進んで行い、家庭学習の定着を図ること、夏休み明

けの生活習慣や学習習慣を学校と家庭、両輪となって整えていく

ことが目的です。学年の発達の段階に応じて、学校では家庭学習

の指導を行います。 

保護者の皆様におかれましては、お子様の生活習慣や家庭学

習状況を確認していただき、励ましていただけると幸いです。 

 家庭学習の時間のめやすは、学年×10分以上と言われていま

す。（3年生では、3×１０＝３０で、30分）この時間は、集中して家

庭で学習し、学習習慣や学力の定着を図ることができるようご協

力をお願いします。  

右のグラフは、7月に行った保護者 

アンケートです。お子様について「自分 

から家庭学習をしている」と回答してい 

ただいた割合を示しています。肯定的 

な回答は、４４％です。読書、自主学習 

など工夫して、自分に合う学習をしてほ 

しいと思います。「自分で決める」こと 

が大切です。 

 

 

 PTAより、児童用傘を５０本寄贈していただき

ました。突然の雨天時に、子どもたちに貸し出す

傘が不足していたので、大変助かります。全ての

傘に「大積小学校」と名入れもしていただきまし

た。心より感謝申し上げます。子どもたちにも紹

介し、大切に使うように話しています。ありがとう

ございました。 



                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 愛・アイデア・アクション！ 
１０月までの重点取組は、「読書」と

「自然発見」です。読書推進は、今年度

特に力を入れている取組です。子どもた

ちへのアンケートでは、「読書が好き」と

肯定的回答した児童の割合は、昨年度よ

り、９％増えています。（７９％→88％） 

北九州市子ども読書プランでは、読書

の意義について、以下のように謳われて

います。 

・ 読書は、「言葉の力をつける」「自分が

できないことを疑似体験できる」「知らな

いことを知る」「他人の考えに触れる」

「自分を高める」など、様々な発見や感動

をもたらす楽しいもの。 

・自分で考え、判断し、主体的に生きてい

くために、読書を通じ、生涯にわたって自

発的に学ぼうとする習慣を身に付けてい

くことは重要。 

・読書は、読解力、表現力、思考力、想像

力、問題解決力など多くの「生きる力」を

身に付けることに役に立つ大切なもの。 

 学校でも、「身近に本、気軽に読書」が

できるように子どもたちに様々働きかけて

いきたいと思います。 

 

 

８月２６日（火） 前期後半開始 

２７日（水） 給食開始   家庭学習ウィーク ～３１日まで 

１日（月）  シェイクアウト訓練 

２日（火）  代表委員会  

９日（火）  委員会活動 

１１日（木）  学習参観（人権学習） 

１６日（火） 自然教室オンライン説明会 

１７日（水） 性暴力対策アドバイザー（5・６年生） 

１８日（木） 修学旅行オンライン説明会 

２２日（月） 家庭学習ウィーク ～２８日 

２５日（木） スマホ・ネット安全教室（3年生～６年生） 

２９日（月） 日産キャラバン（５年生） 

３０日（火） 代表委員会 

 

 

夏休み明けは、子どもたちの交通事故発生件数が増

えます。中でも登下校中の交通事故に注意する必要があ

ります。 

・登下校は、走らずに歩く。 

・飛び出さない。 

・横に大きく広がって歩かない。 

・横断歩道を渡るときは手を挙げる。（身長が小さな子

どもは、手を挙げて大きく見せることで、運転手に気付い

てもらえるそうです。） 

  

大切なのは、「どうして危険なのか」「どう行動すれば

よいか」を具体的に繰り返し伝える機会をもつことです。

学校でも安全指導は行いますが、ご家庭でも今一度、お

子様と交通安全についてお話ください。地域の方、保護

者の皆様、いつも登下校の見守りをしていただき、ありが

とうございます。 

 

交通安全について


